
ま
と
め

ま
と
め

現候補地である厚労省宿舎南側民有地については、急傾斜地崩壊危険箇所であるが、簡易調査によれば、市道

敷根１号線上部の崖が崩壊しても崩土が庁舎位置まで到達する可能性は低いと報告されている。また地質調査

の結果、地盤の液状化の危険性が高いことも判明しているが、いずれの危険性についても技術的に対策は可能

である。設計段階において、経済的に有利で安全性の高い工法についての検討が必要である。
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現
在
候
補
地
の
３
要
件

選
定
の
理
由

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ま
と
め

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、「
敷
根

公
園
前
面
」「
現
在
地
」「
駅
ビ
ル

合
築
」
は
ど
れ
も
建
設
地
と
し
て

選
定
不
可
と
し
、「
利
便
性
」「
安

全
性
」「
経
済
性
」
を
全
て
１
０
０

点
満
点
と
す
る
場
所
が
な
い
中
、

３
要
件
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す

新
た
な
候
補
地
の
条
件
と
し
て

①
津
波
浸
水
想
定
域
外
へ
の
移
転

　

に
よ
り
危
機
回
避
を
図
る
と
と

　

も
に
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

　

債
の
適
用
に
よ
り
財
政
負
担
の

　

軽
減
を
図
る
こ
と

②
利
便
性
、
ま
ち
の
姿
の
継
続
性

　

の
た
め
、
津
波
浸
水
想
定
区
域

　

外
で
あ
っ
て
も
、
中
心
市
街
地

　

に
近
接
し
て
い
る
こ
と

　

を
掲
げ
、
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
原
点
で
あ
り
ま
す
市

民
会
議
で
の
両
論
併
記
の
主
旨
を

し
っ
か
り
と
尊
重
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
敷
根
地
区
「
厚
生

労
働
省
宿
舎
南
側
民
有
地
」
を
適

地
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
で
あ
り

　

津
波
浸
水
に
対
す
る
不
安
要
素

　

が
解
消
さ
れ
る
。

②
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
が
適

　

用
さ
れ
市
の
財
政
負
担
が
軽
減

　

さ
れ
る
。

③
耐
浪
対
策
不
要
や
過
度
な
造
成

　

工
事
、
新
設
道
路
整
備
不
要
の

　

た
め
建
設
単
価
が
抑
制
さ
れ
る
。

④
伊
豆
急
下
田
駅
よ
り
徒
歩
10
～

　

15
分
程
度
で
あ
り
、
徒
歩
に
よ

　

る
来
庁
が
可
能
で
あ
る
。

⑤
中
心
市
街
地
と
の
関
係
性
も
駅

　

を
中
心
に
連
携
可
能
で
あ
る
。

　

等
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
を
最
終
候
補
地
と
し
て
、

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
を

策
定
し
、
平
成
27
年
４
月
21
日
、

下
田
市
新
庁
舎
等
建
設
基
本
構

想
・
基
本
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、

真
摯
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
５
月
13
日
、
そ
の
内
容

は
妥
当
で
あ
る
と
の
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
庁
内
検
討
委

員
会
、
政
策
会
議
に
て
検
討
し
、

こ
の
敷
根
民
有
地
を
建
設
予
定
地

と
決
定
し
、
６
月
11
日
の
議
会
全

員
協
議
会
に
て
、
議
員
の
皆
様
に

お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
ご
説
明
し
ま
し
た
経
緯
、

考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

説
明
会
や
市
政
懇
話
会
に
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
基
本
構
想
に

明
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
新
庁
舎
建
設

位
置
の
決
定
ま
で
の
過
程
は
、
そ

の
「
利
便
性
」「
安
全
性
」「
経
済
性
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
慮
し
、
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
に
な
る
た
め

を
第
一
義
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
要
件
が
１
０
０
点
満
点

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
田
市
の

現
状
に
お
い
て
は
合
格
点
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
不
足
に
対
し
ま
し

て
は
、
現
庁
舎
跡
地
利
用
や
各
々

の
市
政
施
策
に
お
い
て
補
完
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ら
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
承

諾
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

法
手
続
き
や
関
連
予
算
を
ご
審
議

い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度
内
の
開

庁
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

全体スケジュール（案）

平成 27年度 基本計画策定・造成及び建築設計着手・造成工事着手

平成 28年度 造成工事竣工・建築工事着手

平成 29年度 ↓

平成 30年度 建築工事竣工・開庁

今後の進め方

○新庁舎の機能、規模の精査

基本計画段階において施設配置計画や建築計画等の検討に先立ち、機能、規模等に関する精査が必要である。

○土地収用法の事業認定

土地収用法の事業認定が必要なため、その手続きが必要となる。

○防災対策の検討

○現庁舎跡地等の活用方法

現庁舎跡地は、現在地周辺を含めた商業地域の活性化及び市民サービス等に寄与する跡地の活用方法について、

十分検討することとする。

○発注方法及び契約方法

新庁舎建設は、市の新たなシンボル、さらなる文化の拠点形成の要として注目される事業であり、事業実施に

おける経済性、地域活性化等の観点等を含めて総合的に判断する必要があるため、基本計画において引続き最

適な発注方法及び契約方法を検討していく。

○下田モデル

静岡県下田総合庁舎の移転計画と連携を図り、他市町の模範となるような庁舎移転(下田モデル)について検討していく。

新
教
育
長
に

新
教
育
長
に

　

佐
々
木
文
夫
氏
が
就
任

　

佐
々
木
文
夫
氏
が
就
任
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こ
の
度
、
教
育
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
よ
り
新
教
育
委
員
会

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
制
度
に
よ
り
、
首
長
と
教
育

委
員
会
が
教
育
施
策
等
の
方
向
性

を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
活
か
し
「
ひ
と
づ
く

り
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
歴
史
あ
る
下

　

７
月
20
日
付
で
野
田
光
男
教
育
長
が
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
翌
７
月
21
日
、
佐
々
木
文
夫
氏
が
新
教
育
長
と
し
て
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　
田
を
愛
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
や
現
場
の

先
生
方
・
保
護
者
と
の
対
話
を
重

視
し
な
が
ら
、
下
田
の
自
然
や
産

業
を
活
か
し
た
体
験
学
習
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
の
関
わ
り
を
一
層
深
い
も
の

と
し
、
地
域
全
体
が
学
校
の
応
援

団
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

協
力
関
係
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
学
習
の
場
を
更
に
拡

大
し
、
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、

統
計
法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
お
り
、
調
査
に
よ
っ
て
知

り
得
た
情
報
は
統
計
の
作
成
以
外

の
こ
と
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
正
し
い
申
告
が
さ
れ

な
か
っ
た
り
す
る
と
、
誤
っ
た
統

計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
で
は
、
統
計
法
の
中

で
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
勢
調
査
に

参
加
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
集
計
に
つ
い
て
は
、

人
口
や
世
帯
数
の
速
報
は
平
成
28

年
の
２
月
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
集
計
結
果
は
来
年
以

降
順
次
公
開
さ
れ
、
企
画
財
政
課

や
図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
だ
れ
で
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
の
日
本
を
知
る
こ
と
で
、
福

祉
施
策
や
生
活
環
境
整
備
、
災
害

対
策
な
ど
、
未
来
の
日
本
を
つ
く

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
様
々
な
施

策
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人

口
・
世
帯
・
就
業
者
か
ら
み
た
産

業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

国
の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
（
平
成
27
年
）

で
20
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
初
め

て
の
人
口
・
世
帯
に
関
す
る
全
数

調
査
と
な
る
こ
と
か
ら
、
震
災
の

影
響
把
握
、
復
興
計
画
の
策
定
や

復
興
状
況
の
評
価
と
し
て
の
利
用

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

国
勢
調
査
は
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
、

調
査
員
が
９
月
上
旬
か
ら
10
月
上

旬
に
か
け
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
住
民
票
な
ど
の
登
録
情

報
に
関
係
な
く
、
平
成
27
年
10
月

１
日
（
木
）
現
在
、
下
田
市
に
住

ん
で
い
る
人
（
普
段
住
ん
で
い
る

と
み
な
さ
れ
る
人
を
含
む
）
す
べ

て
を
普
段
住
ん
で
い
る
場
所
で
、

世
帯
ご
と
に
調
査
し
ま
す
。
外
国

人
も
調
査
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
全
世
帯
を
対

象
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
て
回
答

で
き
る
環
境
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
従
来
通
り
調
査
員
が
直
接

調
査
票
を
回
収
す
る
方
法
と
、
郵

送
提
出
の
方
法
も
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
す
る
際

は
顔
写
真
を
貼
付
し
た
国
勢
調
査

員
証
及
び
国
勢
調
査
従
事
者
用
腕

章
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

新
教
育
長
に

　

佐
々
木
文
夫
氏
が
就
任

５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査

調
査
の
対
象

調
査
へ
の
申
告
義
務

調
査
結
果
の
集
計
と
利
用

調
査
の
方
法

秘
密
の
保
持

教
育
長
就
任
に
あ
た
り

佐々木　文夫　新教育長

　10 月 1日、国勢調査が全国一斉に実施されます。　
　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象になる
調査です。皆様のご理解とご協力をお願いします。

問合せ先　企画財政課企画調整係　☎㉒2212


